
1）保安語積石山方言の話し手はイスラム教を信じる保安族。保安族の総人口は 20,074 人(2010 年)であるが、保
安語積石山方言の話者数はそれよりもかなり少なく、危機言語の一つである。保安語積石山方言には下位方言と

して大墩方言と甘河灘方言があるが、本発表は大墩方言に基づく。母音は 7 つ(A,i,u,e,o,«,ã)、子音は 25 個(p,b,t,
d,k,g,G,f,v,s,§,‚,X,h,dz,t§,dó,t‚,dó,m,n,N,r,l,j)。

2) Todaeva,B.X.(1964)はキリル文字をローマ字に翻字して示す。
3）語頭における子音連続の第一要素の鼻音と、dóAN の複数接尾辞の二つが表 1 の形式よりも古い段階を表してい
る。この点は、布和 劉照雄(1982)の形式も同様である。

4）nog«は「別の、他の」という意味を持ち、たとえば、nog« 1964 niAnd« r«t‚.「他でもないこの人は 1964 年に来
た」のように使われる。

保安語積石山方言の三人称代名詞

広島大学 佐藤暢治

０．はじめに
保安語積石山方言とは、中国の甘粛省臨夏回族自治州積石山保安族東郷族撒拉族自治県で話されているモ

ンゴル系の言語である 1）。 保安語積石山方言の人称代名詞は、主格形式を示せば、表 1のようになる。
表 1 単数 複数

村全体等の場合

一人称 bu budA 除外形 mAng« 包括形 budAlA 除外形 mAng«lA 包括形
二人称 t‚i tA tAlA
三人称 dóAN dóANlA

gAN gANlA

表 1からわかるように、保安語積石山方言には三人称代名詞として、単数を代表させ示すと、dóANと gAN
の二つがある。dóANはモンゴル文語の eǰen「主」に対応し、gANはモンゴル文語の irgen「民」に対応する。
保安語積石山方言において dóANと gANが使えるのは、通例、(1)のように既に導入された第三者のことに

ついて言及するときである。これは、その第三者が談話の中で中心的な役割、つまりは談話主題を担うこと

を示すが、どちらの形式を使うかは話し手に委ねられているところがある。

(1)a. bu gud« dAX«dóid« n«g« loloNGAl« kAlo. dóAN nAd« n«ndói kAldóo.
b. bu gud« dAX«dóid« n«g« loloNGAl« kAlo. gAN nAd« n«ndói kAldóo.
「私は昨日大河家である老人と話した。彼は私にこう話した。」

本発表の目的は二つ。一つは、保安語積石山方言の二つの三人称代名詞 dóAN と gAN がどのような基準で
使い分けられているのかを明らかにすることである。そして、もう一つはそれらが三人称代名詞として使わ

れるようになった歴史的過程を明らかにすることである。二つの課題が相互に関わることは述べるまでもな

い。保安語積石山方言の資料は、筆者がフィールド調査によって収集した資料である。

１．先行研究
保安語積石山方言の先駆的な研究としては、1950 年代後半に保安語積石山方言を調査した Todaeva,B.X.

(1964)がある 2)
。Todaeva,B.X.(1964:44, 48)は、保安語積石山方言の三人称代名詞として、nǆan、nggangと

noge(複数：nǆase、nggangle と nogele)の三つを記している。nǆan と nggang は表 1 よりも古い形式を反映
している

3）
が、noge を含め三つの使い分けについては述べていない 4）

。noge はモンゴル文語の nögüge「他
の」に対応する。

布和 劉照雄(1982)は、1964 年の調査に 1977 年と 1980 年の調査を加えたものである。布和 劉照雄

(1982:33-34)では、保安語積石山方言の三人称代名詞として、ndóAN「彼／彼女」と NgAN「別の人、他の人」
(複数は ndóAs« と NgANl«)が記されている。そして、「ndóAN と ndóAs« は通常の三人称代名詞であるが、NgAN
と NgANl«は三人称代名詞を直接表すのではなく、漢語の別人、他人の意味に相当する」と述べ、ndóAN godóiAn«
§it‚iNn« uArdóigu moXl« dóiN o. NgANn« §it‚iNn« goldói gin«.「他は自分の事をいいかげんにしない。他の人の事
に干渉しない」という例文を挙げている。

保安語には積石山方言のほかにも、青海省黄南蔵族自治州同仁県で話されている同仁方言がある。保安語
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5）二人称でこうした意味を持つと言えるのが g«nAN である。この g«nAN は、漢語からの借用語である再帰代名詞
godóiに再帰を表す-nANが付いた縮約形に由来するのであろう。次のように使われる。
Abo: t‚i dAX«dóid« s« jANGAl« Ap«dói r«dói gin« ? 「父：君は大河家で水をなぜ買って来ない。」
Agu: g«nAN nAd« ser ok«dói gin«. b« jANGAl« Ap«gi ?「娘：自分が私にお金を渡さない。私がなぜ買う。」

が二つの地域で話されているのは、清朝同治年間(1860 年代)、積石山方言の話し手の祖先が同仁県から移
動してきたという歴史があるためである。

同仁方言の下位方言の一つ、年都乎を記述した陳乃雄編(1987)を見ると、積石山方言の dóAN と gAN に対
応するのは o/AdóAN「三人称」と AGAN「他の人」となる。Fried,R.W(2011)では、「三人称」として at‚aN が
記されているのみであり、「他の人」を表す形式は記されていない。別の下位方言である保安下庄を記述し

た Böke, Chen Nai Siyöng(1987)では、三人称代名詞として ndóAN、NgAN、nog«(複数は ndóAs«、NgANl«、nog«l«)
の三つを記し、ndóAN を近称、NgAN と nog« を遠称と呼んでいる。ただし、この近称と遠称が具体的に何を
意味しているのかについての説明はない。

歴史的視点から論じたものとして、Namčarai(1987)がある。この Namčarai(1987)はモンゴル系言語の代名
詞について総括的に論じたものであり、保安語積石山方言の三人称代名詞についても論じている。それに従

うと、dóAN と gAN の出自は指示代名詞であり、モンゴル文語で示せば順に eden「これら」と egün「この」
になるが、根拠は無い。

２．保安語積石山方言における dóANと gANの使い分け
保安語積石山方言の dóANと gANが既に導入された第三者を表すことについては、(1)で見たとおりである。

そのほかにも、保安語積石山方言では指示代名詞で第三者を表すことができる。そのため、(1)において B
が指示代名詞の遠称 t«を用い、t« nAd« n«ndói kAldóo.「彼は私にこう話した。」と言うことはできる。しかし、
眼前の人のことを言う場合、(2)のように、指示代名詞の遠称 t«を使うことはできても、dóANと gANを使う
ことはできない。

(2) t« / *dóAN / *gAN bonAn kuN i.「彼は保安人です。」

保安語積石山方言では、指示代名詞は他の言語がそうであるように内部照応でも外部照応でも使えるが、

dóAN と gAN は内部照応でしか使えない。以下、保安語積石山方言の dóAN と gAN がどのように使い分けられ
ているのか、談話を通じて見ていく。

2.1 dóANと gANのニュアンスの差
保安語積石山方言における dóAN と gAN は、確かに話し手と聞き手以外の第三者を表す。この点だけを見

れば、両者に違いはない。ただし、gAN についてはあらかじめ述べておかなけばならないことが二つある。
その一つは前節にも述べた「他の人」にかかわることである。現在、保安語積石山方言では「他の人」とい

う意味を表す場合、(3)のように gANではなく gANの後ろに-n« kuN「の人(属格+人)」を置いた gANn« kuNを
用いる。dóANn« kuNという言い方は無い。
(3) dAt‚. gANn« kuN sAG«dóo. 「遅れた。他の人を待っている。」

もう一つは、(4)のような例である。GorA「雨」もしくは AsmAn「天」を敬うために、直接 GorA「雨」か AsmAn
「天」と言うのを避けた忌避的な用法であろう。

(4) gAN orsAN. 「雨が降らなければと思っていたら、降り始めた。」

この(4)は老人層を中心に使われているものであり、保安語積石山方言から失われつつある。
では、dóAN と gAN のニュアンスの差を見ていこう。多くの場合、保安語積石山方言では dóAN と gAN どち

らも使おうと思えば使うことができる。(1)を(5)として再掲する。
(5)a. bu gud« dAX«dóid« n«g« loloNGAl« kAlo. dóAN nAd« n«ndói kAldóo.

b. bu gud« dAX«dóid« n«g« loloNGAl« kAlo. gAN nAd« n«ndói kAldóo.
「私は昨日大河家である老人と話した。彼は私にこう話した。」

三人称代名詞として通常用いられるのは gAN である。一方、dóAN は排他的な意味を持つ三人称代名詞で
ある

5）
。つまり、(5a)の dóAN は「他の人ではなく彼／彼女」という意味であり、(5b)の gAN は通常の「彼

／彼女」である。(5b)が「彼は私にこう話した」という事実だけを表すとすれば、(5a)は、たとえば「こう
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話したのは彼自身であり、話し手である私には関係ない」と言ったような意味を含むことさえある。そのた

め、一人称代名詞あるいは二人称代名詞と対比させるとき、第三者を表すのに使われるのは(6)のように dóAN
であり、gANではない。
(6) t‚in« gAr n«XANn«, m«n« gAr n«XANn«, dóANn« gAr n«XANn«.
「あなたの家はここ、わたしの家はここ、彼の家はここ。」

(7)は、Aと Bの会話である。この(7)では gANから dóANへの切り替えが認められる。
(7) A：m«n« Abo dAX«dóid« s«udóo. gAN dóoNdói leg«dóo.

「私の父は大河家に住んでいます。彼は農業で生活を立てています。」

B：gAN lin‚Ad« s«udói gin« mA. dóANd« kAl«, lin‚Ad« lAg« s«u dA.
「彼は臨夏に住まないね。彼に言ってくれ、臨夏に少し住むようにと。」

(7)では Aが導入した m«n« Abo「私の父」を自ら gANで受け、Bも最初の文では gANで受けている。しか
し、B はその後の文では、dóAN へと切り替えている。A の父親に臨夏で生活することを強く勧めたい B の
思いが gAN から dóAN に変えた要因になっている。そうした思いを言い表そうと思わなければ、B は gAN で
会話を続けていたことであろう。

(8)は三人の会話である。A と B は A が導入した固有名詞 X(=外国人)を gAN で受け固定し話を進めてい
るが、Cは、dóANへと切り替えている。
(8) A：X dAX«dóid« risAN vA. gAN bonAn gAt‚i kAl dAdóo.「Xは大河家に来たことがある。彼は保安語が話

B：gAN surdói dói. 「彼は学んだそうだ。」 せる」

C：dóAN iguA kAlgu ‚o.「彼は完全には話せないだろう。」

(8)において、C は「外国人である彼が保安語が分かる」という A と B の話に懐疑的であるため、gAN を
使わず、dóANを使っている。
民話では、話の展開上、重要な人物が複数登場することがある。(9)は mudóAN g«dói dóANn« veri「大工と

その妻」という民話である。重要な人物が三人登場する。悪役である金持ち、主人公である大工、知的才能

豊かな大工の妻である。地の文を見ると、悪役である金持ちには一貫して dóAN が使われ、知的才能豊かな
大工の妻には gAN が使われ、主人公の大工には普通名詞の mudóAN「大工」が使われ、dóAN も gAN も使われ
ていない。

(9) bAjAN kuN §i §id½oN §i sern« serg«dói gudóo. serg«dói t‚itAr vArdóo. dóAN gon« GAdóir gArl«n« iguA b«ldói
iguA oloN. seXAN Agu g« vis« dóAN b«ldói dóidói veri gego. A hAn« XuNlAdói iguA Amd«dóo. dóANn«.
「金持ちは常にお金を手に入れることに執着していた。お金を手に入れて、悪巧みを働いていた。

彼は多くの土地、家などをすべて奪い、奪う物が多かった。美しい娘がいれば、彼は奪っていき、

嫁にしていた。みんなを騙し、みんなが悪口を言っていた。彼のことを。」

････････

mudóANn« veri jAGsA o be. gANn« b«lgi g«dói tAndói igo. rid½u gANn« b«l ed«dói godóin« gAr GAdóir
duN‚i hAn« mudóANn« XArd« dóit‚ be.
「大工の妻は美しかった。彼女を奪おうと思いまさにあのようであった。金持ちは彼女を奪うことが

できず、家、土地、物すべてが大工の物になった。」

語り手次第であろうが、題名は別として、(9)でもっとも中心に置かれ語られている登場人物は悪役の金
持ちのようである。

2.2 dóANと gANの照応
保安語積石山方言の dóANと gANの間には、照応においても少なくとも二つの違いがある。その一つは、gAN

は dóANとは異なり、(10)のように同一の句において直前の第三者を受けることができないことである。
(10) mudóAN g«dói dóANn« / *gANn« veri 「大工と彼（＝大工）の妻」

(11)のような主題化構文においても、その主題化された第三者を dóAN で表すことはできるが、gAN で表
すことはできない。主題化された固有名詞を強めるという意図があるからであろう。

(11) hAki, dóAN / *gAN k«t‚i bedóiNd« rigo?「ハキだけど、彼（＝ハキ）はいつ北京に来ますか」

もう一つは、引用文に関わることである。保安語積石山方言には「引用文中の一人称」を専用に示す弁別
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6）同仁方言の保安下庄では、oroN が意味の差など詳細は不明であるが、b« とともに一人称代名詞として用いられ
る。たとえば、t« kuN oroNd« kAwolAn« �g«G«dóo.「その人は私に運転手を叩かせた」(陳乃雄編 1987:169)。「引用
文中の一人称」が通常の一人称代名詞に変化したことになる。

的代名詞はなく、その役割を担うのは三人称代名詞の dóANと gANである。bu dóigi「私は行く」というハキ
の発話を他者に伝えようとするとき、上に述べたニュアンスの差を別にすれば話し手は(12)のように dóAN
も gANも使うことができる。
(12)a. hAki dóAN dóigi g«dói kAldóo.「ハキは彼(＝ハキ)が行くと言っている。」

b. hAki gAN dóigi g«dói kAldóo. 「ハキは彼(＝ハキ、ハキ以外)が行くと言っている。」

ただし、(12a)の dóANは hAkiと同一人物でなければならないが、(12b)の gANは既出の hAki以外の者であ
ってもよい。つまり、dóAN は同定する対象は同一文内にあるが、gAN は同定する対象は当該文よりも前の文
に現れていた他の者を表すこともできる。

このように dóANは文を超える、超えないにかかわりなく既出の第三者を受けることができるが、gANは(埋
め込み)文を超えないかぎり、既出の第三者を表すことはできない。

2.3 まとめ
以上を整理すると、表 2 のようになる。保安語積石山方言において dóAN は排他的な意味を持つ三人称代

名詞であり、gANは通常の三人称代名詞となる。
表 2 dóAN gAN

意味 ・三人称 ・三人称

排他的な意味を持つ ・天(忌避的)

「他の人ではなく彼／彼女」 (他の人=gANn« kuN)
照応 ・文を超えなくて良い ・文を超える

３．保安語積石山方言における dóANと gANの歴史
保安語積石山方言の dóAN と gAN がどのような過程を経て三人称代名詞にまで発展したのか、可能なとこ

ろまで遡ることにしよう。モンゴル祖語に再構されている三人称代名詞は*i(複数 *a)であるが、これらの
形式は保安語に継承されてはおらず、文献は無く消えたとしてもいつ消えたかはわからない。そうした点も

踏まえ歴史を考えていく必要があるが、何よりも保安語内部での考察、つまりは保安語のもう一つの方言で

ある同仁方言との比較考察が必要である。さらには保安語と歴史的に密接な関係にある他のモンゴル系諸言

語、康家語、東郷語、土族語(互助方言、民和方言)、東部裕固語との比較を交えた考察も必要である。保安

語はこれら 4言語の中では康家語と東郷語との関係が深い。

3.1 他のモンゴル系諸言語との比較
保安語積石山方言の gANと dóANが三人称代名詞として使われるようになったのはいつであろうか。まず、

同仁方言(年都乎)とどのような対応を示すのかを、「引用文中の１人称」と「再帰代名詞」も含め見てみよ

う。表 3のようになる。
表 3 積石山方言 同仁方言

三人称 dóAN「他の人ではなく彼／彼女」 o/AdóAN
gAN

他の人 gANn« kuN AGAN
引用文中の一人称(弁別的代名詞) － oroN
再帰代名詞 godói gooói

同仁方言の o/AdóAN と AGAN には、積石山方言のような特別な意味は無い。ただし、同仁方言には積石山
方言には無い「引用文中の一人称」を表す専用の形式 oroN がある。この oroN は、モンゴル文語の再帰代名
詞 öber「自分」の属格形 öberün に対応するように、再帰代名詞として、保安語は漢語《各家》からの借用
語(積石山方言 godói、同仁方言 gooói)を使う以前、もともとはこの形式を使っていたと見てよい。とすると、
歴史的には、同仁方言の方が保安語の古い段階を反映しており、表 3の同仁方言の姿は音形式を除けば、保
安語の前段階の姿を多かれ少なかれ反映していると言える

6）
。
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7）保朝魯 賈拉森編(1991:215-216)は、土族語【互助方言】の ndóeen に「三人称」の意味があると記している。
清格爾泰編 李克郁校閲(1991:195)を見ると、土族語互助方言の ndóeen は三人称尊称を表すという説明があり、
それに従っているのだと思われるが、詳細は不明である。

そこで、次に保安語と歴史的に特に密接な関係にある康家語、東郷語との対応関係を見ておく。表 4のよ
うになる。保安語の前段階には、便宜上、同仁方言の形式を入れておく。康家語は斯欽朝克図(1999)、東郷
語は布和(1986)による。
表 4 保安語の前段階 康家語 東郷語

三人称 o/AdóAN uru h«, t«r«, «å«n
他の人 AGAN NgO
引用文中の一人称（弁別的代名詞） oroN oruN
再帰代名詞 gooói gʉdZa / gudZa godóiA

保安語の前段階と康家語との間で並行性が認められるのは「他の人」と「再帰代名詞」である。康家語の

三人称代名詞 uru はその専用形式であるが、モンゴル文語の再帰代名詞 öber「自分」の属格形 öberün に対
応する。もともと「引用文中の一人称」を表していたものが「三人称」へと変化したものと思われる。モン

ゴル文語 eǰen「主」に対応する康家語の形式は保安語のように「三人称」は表さず、idóO「主人」である。
一方、東郷語の場合、保安語前段階との大きな違いは三人称代名詞にある。しかもその説明は、資料によ

って異なる。布和(1986)には表 4の三つの形式について、意味の違いの説明はないが、通常第三者を表すの
に用いられているのは指示代名詞遠称との兼用である、出自不明の h« である。t«r« については、これがも
ともとの指示代名詞遠称であるが、劉照雄(1981:51)には不満あるいは卑下の意味を表し、那森柏(1988:117)
には使用頻度が少なく、非敬意な意味を表すとある。«å«n はモンゴル文語の irgen「民」に対応するが、那
森柏(1988:119-120)には非敬意な意味と、引用文中のもともとの発話者を表すという説明がある。モンゴル
文語 eǰen「主」に対応する東郷語の形式は、«d½«n「主」である。
このようにモンゴル文語 eǰen「主」に対応する形式を三人称代名詞として使うのは保安語だけである。こ

の事実は、モンゴル文語 eǰen「主」に対応する形式が保安語で独自に三人称代名詞として使われるようにな
ったことを物語る。その時期は、必然的に保安語積石山方言の話し手の祖先が同仁県から移動する清朝同治

年間、1860 年代より前となる。これを保安語の前段階と呼んでおく。一方、モンゴル文語の irgen「民」に
対応する形式が「他の人」という意味を持つようになったのは、後述する土族語の状況もあわせて考えると、

保安語の前段階よりも前の段階となる。そして、それが三人称代名詞として使われるようになったのは保安

語積石山方言においてと考えてよく、必然的に保安語積石山方言の話し手の祖先が同仁県から移動した清朝

同治年間、1860年代以降となる。
土族語(互助方言と民和方言)と東部裕固語を見ると、違った見方もできるかもしれない。保朝魯 賈拉森

編(1991:212-216)に従うと、土族語と東部裕固語では、チベット語アムド方言との接触により、モンゴル文
語の eǰen「主」に対応する語の意味に変化が起きたことになる 7）

。確かに、チベット文語 bdag に対応する
アムド方言の形式は「私、自己、主」を意味する。そして、土族語互助方言では ndóeen が「主」のほかに
も、下位方言によって状況は異なるが、「本人」を表したり、「引用文中の一人称」を表したり、また ndóeenAA
が「再帰代名詞」を表す。東部裕固語でも edZenが「主」のほかに、「引用文中の一人称」と「再帰代名詞」
を表している。土族語民和方言でも「再帰代名詞」を表す。保安語もチベット語アムド方言の影響を強く受

けており、同様の変化を経験した可能性が考えられるかもしれない。しかし、この場合、今三人称代名詞と

して使われている形式(積石山方言 dóAN、同仁方言 o/AdóAN)がかつて「引用文中の一人称」か「再帰代名詞」
として使われていたことになり、この見方はもともと保安語が使っていた「再帰代名詞」が oroN であるこ
とを考えると疑問である。

モンゴル文語の irgen「民」に対応する形式についても、それを土族語では互助方言の場合も民和方言の
場合も、下位方言によっては指示代名詞遠称とともに、あるいは専用形式として三人称代名詞に用いている。

後者の例として民和方言を記述した Slater,K.W(2003)があり、gAn という形式が記されている。しかし、土
族語の状況は土族語内部でばらつきがあり、土族語内部で独自に起きたと考える方が自然である。

3.2 三人称代名詞へ
保安語積石山方言 dóAN は、保安語の前段階で起きた「主」から「三人称」への意味変化を反映している

が、この意味変化が起きた理由は何であろうか。今、保安語で「主」を表すのは、積石山方言も同仁方言も

本来語ではなく借用語である。積石山方言は漢語からの借用語 d½urin(漢語《主人》)、同仁方言はチベット
語アムド方言からの借用語 dAXo が使われている。借用語が本来語を押しのけたのかしれないが、今のとこ
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ろよく分からない。ただ、「主」と「三人称」を繋ぐ意味として「物事の当事者」といったようなものを考

えることはできる。そして、dóAN が談話の中でのみ使われ、眼前の指示対象には使えないと言うことは指
示代名詞との間に棲み分けがあったことになり、眼前の第三者と談話の第三者との区別が保安語の前段階で

必要であったとは言える。

一方、保安語積石山方言 gAN は古くから「他の人」という意味を持っており、清朝同治年間 1860 年代以
降のある時期、三人称代名詞として使われるようになったと見てよい。談話の参加者である話し手と聞き手

にとって、第三者は他の人にほかならない。その結果として、「他の人」を表す形式は gAN から gANn« kuN
となり、他方で dóAN は押しのけられ、排他的な意味を持つ三人称代名詞に姿を変えたと思われる。こうし
た一連の変化は、かなり最近起きたものかもしれない。Todaeva,B.X.(1964)を見ても、三人称代名詞として
nǆan を使った例文は多数見つかるが、nggang を使った例文を見つけることはできない。布和 劉照雄

(1982:33-34)にも、NgANを通常の三人称代名詞として使うという説明は無い。

４．おわりに
保安語積石山方言の二つの三人称代名詞 dóAN と gAN について、それらの使い分けと歴史的過程を見てき

た。表 5のようにまとめることができる。
表 5 保安語

前段階以前 前段階 積石山方言(1860年代以降)
dóAN 「主」 →「三人称」 →「三人称・排他的な意味

① (他の人ではなく彼／彼女)」

gAN 「民」 →「他の人」 →「三人称」

→ gANn« kuN「他の人」
②

① この語がなぜ保安語において三人称代名詞になったのかは、今のところ明らかではない。ただ

し、「主」と「三人称」を繋ぐ意味として「物事の当事者」のようなものを想定はできる。

② かなり最近の変化

ただし、保安語の前段階以前の段階において、話し手と聞き手以外の第三者がどのような形式で表されて

していたのかは、わからない。
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